
平成２５年２月

（◎＝新規　☆＝拡大）

☆ ① 音読推進経費（③行政P21） ２７１千円

  全ての小中学校で取り組んでいる家庭学習での「音読」活動の充実を図り、児童生徒の学力向

上を推進

　　・「音読カード」の配布、「音読カップ（発表会）」の開催

☆ ② 「樽っ子学校サポート」関係経費（③行政P21） ４０９千円

　児童生徒の学習意欲の向上と基礎学力の定着を目指すため、小樽商科大学に在籍する学生を小

中学校へ派遣し学習支援を実施

　　・平成25年度から交通費等支給　500円/回

☆ ③ 義務教育活動経費（学校図書館整備費）　（③行政P22・23） ９，８６４千円

　小学校4,875千円、中学校4,989千円

　図書整備のほか、学校図書館活動の活性化と児童生徒の読書習慣の定着及び学力の向上を図る

ため、小学校1校、中学校1校を学校図書館利活用推進モデル校として指定し、学校図書館司書を

各1名配置

☆ ④ 特別支援教育業務経費（③行政P20） ２５，６３８千円

　ＬＤ（学習障害）やＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害）、高機能自閉症などの障害のある児童

生徒を支援するため、特別支援教育支援員を平成20年度から配置。配置要望のある学校に対し年

次計画により支援員を配置

　　・平成24年度　20名 → 　平成25年度　23名に増員

重点◎ ⑤ 校舎等改築事業費（④建設P7） ６５９，２１０千円

（手宮地区統合小学校、山手地区統合小学校）

　安全で安心な教育環境の確保及び災害時の指定避難場所の確保のため、校舎や屋内運動場の改

築及び耐震補強に係る基本設計、工事等を実施

　　・手宮地区統合小学校　H25～H26 校舎建設、H27 屋内運動場建設、H28 グラウンド整備

　　・山手地区統合小学校 H25 基本設計、H26 実施設計、H27～H28 校舎建設、

H29 屋内運動場建設、グラウンド整備

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越明許費）

　　・桜小　　校舎、屋内運動場の耐震補強及び大規模改造　 ２８９，０５９千円

◎ ⑥ 新共同調理場運営費（③行政P24） ２００，３１２千円

　平成25年8月から、新共同調理場による給食供給

　①給食調理等業務委託②給食輸送業務委託③米飯給食関係委託④光熱水費ほか施設管理経費

　

平成２５年度主要施策等一覧

１ 心豊かに学び、地域文化をはぐくむまち（生涯学習）
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⑦ 新共同調理場建設事業費（④建設P7） １，７２９，４３３千円

　新光・オタモイ両共同調理場を統合し新共同調理場を建設

　　・平成23年度　土地取得、基本設計、実施設計、地質調査

　　・平成24年度　施設建設工事

　　・平成25年度 施設建設工事、供用開始（8月予定）

☆ ⑧ 特別展開催経費（③行政P25） ８，６２５千円

Ⅰ）「詩人と美術　瀧口修造シュルレアリスム展」（文学館・美術館共催）

　　　・開催期間：平成25年5月18日～6月30日

　　　　※小樽美術館を含む全国4美術館で共同巡回展を開催

Ⅱ）「風景の躍動感　没後30年　中村善策展」

　　　・開催期間：平成25年7月6日～9月16日

Ⅲ）「北の水彩画人　白江正夫と宮川美樹展」

　　　・開催期間：平成25年10月19日～12月15日

◎ ⑨ 重要文化財旧日本郵船（株）小樽支店保存整備調査費（③行政P25） １１，９７０千円

　重要文化財「旧日本郵船㈱小樽支店」の保存整備に向けた事前調査を実施

　　・調査期間：平成25年度～平成26年度

① 地域介護・福祉空間整備等交付金（⑥負担金補助P7） ３，０００千円

　介護保険事業計画で整備を位置付けた複合型サービスについて、公募により選定した事業者の

事業立上げに必要な開設経費を助成（財源は全額国の交付金）

② 介護基盤緊急整備特別対策事業交付金（⑥負担金補助P7） ３０，０００千円

　介護保険事業計画で整備を位置付けた複合型サービス及び認知症対応型デイサービスについて、

公募により選定した事業者の施設等の整備費を助成（財源は全額北海道の交付金）

　　・複合型サービス 1か所　20,000千円

　　・認知症対応型デイサービス 1か所　10,000千円

③ 地域生活支援事業（成年後見制度利用支援）（③行政P9、⑩介護） ２３，０８４千円

　一般会計3,802千円、介護保険事業特別会計19,282千円

　平成22年度から小樽市社会福祉協議会が開設した「小樽・北しりべし成年後見センター」への

財政支援と低所得者に対する後見人報酬等を助成

☆ ④ 地域生活支援事業（相談支援）（③行政P9） ３７，０００千円

　平成24年度の障害者自立支援法改正法施行に伴い、全ての障害者に「福祉サービス利用計画」

を作成するなど障害福祉サービス相談等の体制を強化するため、専従の相談支援専門員等を相談

支援事業所へ配置

　　・平成24年度　4か所 → 　平成25年度　6か所へ拡大

２ ともに支え合い、安心して健やかに暮らせるまち（市民福祉）
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◎ ⑤ 地域子育て支援センター事業費（銭函地区）（③行政P10） ２，５００千円

　銭函保育所に子育て支援担当の保育士を配置し、銭函地区の子育て支援を充実

　※これまでは銭函市民センターで週1回ボランティア中心の「ひろば事業」を開催

　 （遊びの紹介や絵本の読み聞かせなど）

⑥ 保育所建設事業費 ３２３，８００千円

 奥沢保育所（④建設P1） ２９８，５００千円

　子育て支援の拠点施設（地域子育て支援センター併設）である奥沢保育所（昭和47年建築）の

老朽化に伴う改築

　　・平成24年度 基本設計、実施設計、地質調査、測量調査

　　・平成25年度 新園舎工事

　　・平成26年度 供用開始

 銭函保育所・子育て支援センター（④建設P2） ２５，３００千円

　 銭函保育所（昭和43年建築）の老朽化に伴い、子育て支援センターを併設し改築

　　・平成23年度 測量調査

　　・平成25年度 地質調査、基本設計、実施設計、仮設園舎設計・工事 　　※補正予定

　　・平成26年度 新園舎工事

　　・平成27年度 供用開始、仮設園舎解体工事

☆ ⑦ 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業費（③行政P12） ９７，５０４千円

　平成25年度から、下記ワクチンについて法定接種化

　　　子宮頸がん予防ワクチン　　　　小学6年生～高校1年生相当の女子

　　　ヒブワクチン　　　　　　　　　2か月～5才未満の乳幼児

　　　小児用肺炎球菌ワクチン　　　　2か月～5才未満の乳幼児

⑧ 新夜間急病センター建設事業費（④建設P2） １０８，２０７千円

　済生会小樽病院の移転に伴い、夜間急病センターを移転し新たに建設

　　・平成23年度　土地取得、実施設計、地質調査

　　・平成24年度　旧市立病院看護師宿舎解体、建設工事

　　・平成25年度　建設工事、医療機器等準備、供用開始（7月予定）

重点◎ ⑨ 病院統合新築事業（⑫病院） ５，２３３，０９７千円
（建設利息12,395千円含む）

　小樽病院と脳・循環器・こころの医療センターを統合し新市立病院を建設

　　・平成22年度　基本設計

　　・平成23年度　実施設計

　　・平成24年度　量徳小学校解体、本体工事

　　・平成25年度　本体工事、外構工事

　　・平成26年度　本体工事、外構工事、新市立病院供用開始、小樽病院解体

　　・平成27年度　駐車場整備

※ 

- 3 -



３ 安全で快適な住みよいまち（生活基盤）

重点◎ ① 配水管整備、改良工事及び消火栓整備（⑬水道） １，０１７，０６５千円

　・配水管整備工事　市内一円配水管布設　　Ｌ＝6,130ｍ ４０９，８３６千円

　・改良工事（老朽施設等更新改良工事ほか） ６０５，８３２千円

　　　 豊倉浄水場中央監視制御設備工事 ほか

　・消火栓整備　消火栓1基新設 １，３９７千円

重点◎ ② 汚水管・雨水管整備及びポンプ場・処理場の更新（⑭下水道） １，０５８，７１８千円

　・汚水管整備 ３１７，０００千円

　　　 銭函地区新設（Ｌ＝328.8ｍ）、手宮地区更新（Ｌ＝1,126ｍ） ほか

　・雨水管整備 ７０，０００千円

　　　 雨水管新設（勝納第14排水区雨水渠築造工事）

　・ポンプ場整備 ４１，０００千円

　　　 高島汚水中継ポンプ場実施設計委託 ほか

　・処理場整備 ６３０，７１８千円

　　　 中央下水終末処理場沈砂しさ洗浄棟機械・電気設備更新 ほか

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越予定）

　　・中央下水終末処理場電気設備（受変電設備）工事 １４０，０００千円

重点◎ ③ 橋りょう長寿命化修繕計画策定事業費（③行政P18） ５，０００千円

　市内の橋りょう135橋について修繕及び架け替えの必要性を点検し、計画的な維持管理を実施す

るための計画を策定（平成24～25年度）

④ バリアフリー等住宅改造資金関係 ２７，１４７千円

 バリアフリー等住宅改造資金貸付金（③行政P19） ２６，１４７千円

 　住宅のリフォーム工事や高齢の方、身体に障害のある方のために住宅のバリアフリー等改造工

 事を行う際に、その工事に要する費用の一部を無利子で融資

　　・対象工事 バリアフリー工事　上限額200万円

リフォーム全般（無落雪、耐震補強を含む）　上限額200万円

 バリアフリー等住宅改造資金負担金（⑥負担金補助P14） １，０００千円

　 バリアフリー等住宅改造資金貸付制度に基づく融資の利子補給分

重点◎ ⑤ 住宅リフォーム助成事業費（③行政P19） ２１，２００千円

　「小樽市住宅リフォーム助成条例」に基づき、住宅リフォームに要する費用の一部を助成し住

環境の整備及び市内産業の活性化を促進（平成24年度から実施）

　　・対象工事 市内建設業者が行う50万円以上の費用を要するリフォーム

　　・助成金の額 リフォームに要する費用の1/10で上限額20万円

（省エネ改修工事費が30万円以上になる場合は上限額30万円）

　  ※バリアフリー等住宅改造資金貸付金との重複申請はできない
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⑥ 臨時市道整備事業費（④建設P4） ４００，０００千円

　市民生活の安全及び円滑な交通を確保するため、道路改良を実施

　　　平成25年度整備予定　33路線

⑦ ロードヒーティング更新関係 １４４，８００千円

◎  ロードヒーティングシステム更新事業費（③行政P18） ２，５００千円

　 市内231か所のロードヒーティングの運転状況や制御を行う中央監視システムの老朽化に伴う

 更新

 ロードヒーティング更新事業費（④建設P4） １４２，３００千円

　 老朽化したロードヒーティング施設を計画的に更新

　　・梅源線　360m、最上山手線　39m

重点◎ ⑧ 銭函地区河川防災事業費（④建設P5） ６８，０００千円

　大雨等による銭函地区の浸水被害防止のため、緩勾配河川に溜まった土砂を取り除き河川の機

能回復を図る防災事業を計画的に実施　（平成24年度から実施）

　　・対象河川：ポンナイ川、旧星置川、谷地川、銭函石山沢川、銭函川

重点◎ ⑨ 旧国鉄手宮線整備事業費（④建設P5） ３１，５００千円

　平成21年度に策定された旧国鉄手宮線の活用計画に基づき、観光客の回遊性の向上や時間消費

型観光の促進のため、中心市街地の新たな観光資源として旧国鉄手宮線を整備

　　・平成22年度　 「旧色内駅ステーション」整備

　　・平成24年度　  旧手宮線用地取得、測量設計

　　・平成25～27年度  散策路・広場整備（中央通～総合博物館）

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越明許費）

　　・散策路、広場整備（中央通～臨港線） ５６，７００千円

重点◎ ⑩ 市営住宅改善事業費（⑦特会P2） ３９１，６８０千円

　「小樽市公共賃貸住宅長寿命化計画」に基づき、老朽化した市営住宅を計画的に改修

　　・全面的改善事業　若竹住宅１号棟：耐震補強・リモデル工事（H24～H25）

※平成25年度事業費300,000千円

　　・長寿命化型改善　新光B住宅55・56棟：屋根・外壁等改修

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越明許費）

　　・長寿命化型改善　塩谷D住宅、新光B住宅54棟：屋根・外壁等改修 ８８，２８０千円

◎ ⑪ 後志地域生活交通確保対策事業費補助金（⑥負担金補助P1） ４５４千円

　利用者の減尐等による赤字路線のため、国及び北海道の補助を受けて運行している中央バス積

丹線（小樽⇔積丹）について、バス路線維持のため、赤字額の一部を地元市町（小樽市、

余市町、古平町、積丹町）で負担
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重点◎ ⑫ 防災関係経費 １３，０８７千円

◎  防災訓練支援事業（③行政P3） １，０００千円

　  各町会等での避難訓練の実施を促進するとともに、地域住民の防災意識を高め、地域の防

　災力の向上を図るため津波浸水３Ｄ画像（シミュレーション）を作成し、訓練時に市職員に

　よる研修を実施するほか資料提供などの支援を実施

◎  避難支援事業（③行政P3） ３，１９０千円

　 ・津波避難所等標識板の設置

　　 　住民、観光客等の迅速で的確な避難を図るため、3年計画で津波浸水想定区域を有する

　 　 沿岸部に「津波避難所案内板」及び「海抜掲示板」を設置し、津波避難誘導を実施

　　 　（平成25年度は「津波避難所案内板」を運河周辺に設置）

　 ・防災ラジオの配布

　 　　迅速な避難行動を図るため、緊急地震速報や津波警報等を自動受信する防災ラジオを

　 　 保育所、町会、自治会などに配布

 避難所機能強化事業（③行政P3） ８，８９７千円

　　災害発生時の避難所（69か所）受入体制強化のため、計画的に非常用食糧や防寒対策用品

　等を配備

　　・平成24年度から、防寒対策用品等は6か年、避難所標識の新設及び更新は5か年で整備

重点◎ ⑬ 福祉避難所機能確保促進事業費（③行政P8） ２，５００千円

　身体等の状況により一般的な避難所では支障を来す高齢者や障害者などのため市内９か所の

福祉施設と協定を結び「福祉避難所」として指定し、災害時に安心して生活できる体制を構築

　　・平成25年度 災害用間仕切りを250セット購入

重点◎ ⑭ 原子力防災関係事業費（③行政P3） ２，２１４千円

　原子力防災活動に必要な資機材等を整備

　　・サーベイメーター（放射線量測定）のほか、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を

　　　自動起動させ、災害情報を指定避難所等へ伝達するシステムなど

◎ ⑮ 救助資機（器）材の増強整備事業費（③行政P20） ４，１８６千円

　潜水を伴う水難救助活動を安全・迅速に行うため、水中無線を導入

重点◎ ⑯ 消防救急無線デジタル化事業費（④建設P6） １４，１００千円

　平成28年5月末の消防救急無線のデジタル化移行に対応するため、4か年で施設整備

　　・平成24年度 基本設計

　　・平成25年度　 実施設計

　　・平成26～27年度 旧通信指令室改修工事等
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重点◎ ⑰ 高機能消防指令センター整備事業費（④建設P6） １３，０００千円

　平成9年に整備した現システムを更新し、消防救急無線のデジタル化に対応する高機能消防指令

センターを3か年で導入整備

　　・平成23年度 実施設計

　　・平成24年度　 消防本部指令室改修工事、高機能消防指令センター機器導入等

　　・平成25年度 旧通信指令室改修工事等

重点◎ ⑱ 機動力増強・近代化事業費（④建設P6） ６７，１０２千円

　災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（5ｔ）の導入

① （水産業振興、漁港管理）道直轄工事費負担金 ２０，１３２千円

 塩谷地区水産環境整備事業（④建設P2） １０，０００千円

　 塩谷地区（文庫歌）の水質保全及び良質な漁場環境への改善を図るため、海岸土砂崩落防止工

　事を実施

　　・平成23年度 設計、測量

　　・平成24年度 法切工7,000㎥ほか

　　・平成25年度 伏工5,000㎥ほか

　　　※平成25年度事業費100,000千円（うち市負担　10/100=10,000千円）

 忍路漁港整備事業（④建設P2） ８，８００千円

 　西防波堤、西護岸、物揚場、船揚場の新設等（平成23～26年度）

　　・平成23年度 測量、調査、設計

　　・平成24～26年度 防波堤等新設工事

　　　※平成25年度事業費110,000千円（うち市負担　8/100＝8,800千円）

◎  祝津漁港整備事業（④建設P3） １，３３２千円

 　西護岸、-3.0ｍ岸壁、船揚場の補修工事（平成25～27年度）

　　・平成25年度 計画策定（測量調査、設計等）

　　・平成26～27年度 西護岸、-3.0ｍ岸壁、船揚場補修

　 　 ※平成25年度事業費15,000千円（西護岸5,000千円（市負担0）、-3.0ｍ岸壁・船揚場

　 　　　　　　　　　　　　　　　　 10,000千円（うち市負担10,000千円×8/60＝1,332千円））

◎ ② 鳥獣被害防止対策事業費補助金（⑥負担金補助P10） ５００千円

　小樽市漁業協同組合が張碓旧石材積出岸壁に設置する、とどの上陸防止柵の設置費用を補助

重点◎ ③ 高校生就職スキルアップ支援事業費（③行政P13） １，２６０千円

　主に高校1・2年生を対象に、市内企業への定着を図るため、就職活動の実践力向上事業を実施

　（平成24年度から実施）

４ 人・もの・情報が交流する活力あるにぎわいのまち（産業振興）
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重点◎ ④ 新卒未就職者等の地元定着を目指した地域人材育成事業費（③行政P14）１５，０００千円

　新卒未就職者等を定職に就かせ、地元に定着させるため、事業所実習やビジネスマナー研修等

により市内企業が求める人材として育成

　　（対象者）　・平成25年3月未内定で卒業する生徒、学生

　　　　　　　　・既卒3年以内の未就職者

⑤ 活力ある商店街づくり推進事業費 ９，７６０千円

 にぎわう商店街づくり支援事業費（③行政P14） ４，８００千円

 　 小樽市商店街振興組合連合会に属する商店街が、中心市街地活性化に寄与するために独自に

  企画・実施する活性化事業に助成

　  　助成額：事業費の1/2（限度額600千円）

 商店街活性化支援事業費（③行政P14） ２，０００千円

　  活力ある商店街の形成を図るために商店街を活性化する事業を実施する団体へ助成

　  　助成額：事業費の1/2

　      　　　事業費1,000千円未満（限度額100千円）、事業費1,000千円以上（限度額200千円）

 空き店舗対策支援事業費（③行政P14） ２，９６０千円

　  商業起業者及び既存事業者の経営安定化と空き店舗解消を目的に店舗家賃等の一部を助成

　  　助成額：①起業者　　　研修費用の2/3（限度額30千円）

　 　 　　　　　　　　　　　家賃の2/3（限度額50千円）×12か月

　　  　　　　②既存事業者　家賃の1/2（限度額50千円）×6か月

重点◎ ⑥ 東アジア等販路拡大支援事業費（③行政P14） ３，０５０千円

 通関等費用補助（平成22年度開始）

　  新たに海外に商品輸出する際の輸出手続等に要する費用を補助（上限150千円）

 商談会・展示会補助（平成23年度開始）

　  東アジア等への販路拡大を目的とした商談会・展示会への参加費用を補助（上限150千円）

重点◎ ⑦ 「小樽産品」販路拡大支援事業費（③行政P15） ５，８００千円

　市内企業の販路拡大支援のため、道外の展示会へ出展するほか、小樽単独物産展の開催などを

支援

重点◎ ⑧ 小樽ブランド力推進事業費（③行政P14） ６，９９３千円

　ブランド力の向上を図るため、顧客ニーズや市場動向等の情報収集を行い、顧客目線を重視し

た既存商品の磨き直しや新商品開発のコーディネートを継続的な販路確保とともに実施

（平成24年度から実施）

重点◎ ⑨ 地場産品導入促進事業費（③行政P14） ２，１００千円

　地域資源であるガラスの周知と活用の促進を図るため、小学生の卒業記念としてガラス製品の

製作体験を行う費用を助成（平成24年度から実施）
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重点☆ ⑩ 「小樽市企業立地促進条例」の改正

　企業のニーズを捉えた効果的な優遇制度とするため、本市に進出する企業や既存企業に対する

支援制度を拡充

　 ・課税免除期間を2年から3年に延長（限度額1億5千万円）

 　・対象要件の緩和（取得価格の軽減）

　 ・既存企業支援のため、工場等の増設や償却資産（機械及び装置）の拡充・更新を新たに追加

　 ・空き工場活用のための支援策を新たに追加

重点☆ ⑪ 企業立地トップセミナー関連事業費（③行政P15） ２，７２４千円

　本市への企業立地を促進するため、地方での事業展開を検討中の関西圏企業を対象に、市長

によるトップセミナーを開催するほか、トップセールスを実施

　　（セミナー開催地）平成24年度：東京　　　　 　平成25年度：大阪

重点◎ ⑫ 食関連企業誘致DVD制作事業費（③行政P15） ５，０００千円

　近年、本市への企業立地が進む食品関連業種をターゲットに、本市の特徴や企業立地の優位性

について、ＰＲ効果の期待できるＤＶＤを制作し企業誘致を推進

重点◎ ⑬ 小樽国際インフォメーションセンター事業費（③行政P16） １０，０００千円

　市内3か所の観光案内所でローテーション対応していた外国語通訳（英語、中国語、韓国語）

を運河プラザに集約し、国内外の観光客に対する総合窓口を開設（平成24年度から実施）

重点◎ ⑭ 地域資源を生かした小樽観光の魅力アップ事業費（③行政P16） ９，１３５千円

　祝津地区で獲れる新鮮な魚介類、特に未利用素材である規格外魚にスポットを当てた「食」を

軸に、新たな観光ビジネスモデルを構築し、時間消費型観光を推進

重点◎ ⑮ ㈱小樽観光振興公社出資金（③行政P17） １３０，０００千円

　本市の海上観光推進を図る観点から、小樽観光振興公社の観光船「オタモイ号」「祝津号」

（ともに昭和51年新造）の老朽化に伴う新造船への更新

重点◎ ⑯ 国内外観光客誘致実行委員会補助金（⑥負担金補助P12） ３，０００千円

　海外からエージェントやメディア関係者を招へいする事業のほか、首都圏でのエージェント説

明会の開催、札幌での誘客キャンペーンなどの観光プロモーションを実施する実行委員会に対し

補助

重点☆ ⑰ 東アジア圏等観光客誘致広域連携事業費補助金（⑥負担金補助P13） ５，０００千円

　中国からの富裕層の宿泊とMICE誘致に向けて、上海と台湾からゴルフ協会会員やメディアなど

を招へいしゴルフ大会を誘致するほか、平成25年度から新たにタイからの観光客誘致を進めるた

め、札幌市などと連携し現地プロモーションとメディア招へいを実施
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⑱ 小樽ショートフィルムセッション開催補助金（⑥負担金補助P13） １，３００千円

　フィルムコミッション活動の活性化や市内でのロケ活動の市民理解と周知を図ることを目的と

して、小樽をテーマとしたショートフィルムコンテストと初心者向け映像制作講習会を開催

（平成21年度、23年度に続き3回目）

重点◎ ⑲ 小樽ｋａｗａｉｉティーパーティー実行委員会補助金（⑥負担金補助P13） ３５０千円

　女性層をターゲットに、国内のみならず欧米にも広がる「kawaii（カワイイ）」をキーワード

としたイベントを開催することにより、本市観光の新たな魅力づくりを図る

重点◎ ⑳ 北運河再開発プロジェクト協議会補助金（⑥負担金補助P13） ３００千円

　旧国鉄手宮線、旧日本郵船など産業遺産が集積する北運河周辺地区について、ハード・ソフト

両面から地区の将来像など整備に係る基本構想を策定するため、商工会議所を中心に組織し、市

も参加する協議会に対し補助

重点◎ ㉑ 環日本海クルーズ推進事業費（③行政P17） １，８２０千円

　日本海側拠点港に選定された小樽港、伏木富山港、京都舞鶴港３港が連携してクルーズ客船の

誘致活動や情報収集等を実施

　※平成25年度から、境港と秋田県の3港（秋田港、船川港、能代港）も参画予定

重点◎ ㉒ 小樽港クルーズ推進事業費（③行政P17） ６，１８５千円

　小樽港へのクルーズ客船の更なる寄港促進を図るため、市や民間等からなる協議会を設立し、

小樽・北後志観光をＰＲするセミナーの開催など、クルーズ客船の誘致活動や受入体制を強化

重点◎ ㉓ 港湾計画改訂事業費（③行政P18） ８，２４０千円

　第３号ふ頭の大型クルーズ客船対応岸壁を早期に整備するための「港湾計画の軽易な変更」に

必要な大型客船航行安全対策調査などを実施

重点◎ ㉔ 第３号ふ頭岸壁改良事業費（④建設P3） １０２，８５０千円

（第3号ふ頭周辺利用高度化事業関係）

　老朽化したエプロン舗装の改良による施設の延命化及びクルーズ客船に対応するための係船柱

などの改良による機能強化

 　 ・13～15番岸壁　係船柱5基、防舷材12基、エプロン舗装Ａ=3,270㎡ほか

重点◎ ㉕ 岸壁附帯施設改修事業費（④建設P3） ２７，１５０千円

　老朽化したエプロン舗装の改良による施設の延命化及び大型クルーズ客船に対応するための係

船柱などの改良による機能強化

　　・勝納ふ頭2・3番岸壁　エプロン舗装Ａ＝2,060㎡、案内掲示板1基ほか

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越明許費）

　　・勝納ふ頭2・3番岸壁　エプロン舗装Ａ＝2,840㎡、係船柱4基ほか １００，６００千円

重点◎ ㉖ 港内泊地浚渫事業費（④建設P3） １２，０００千円

　土砂などの堆積により浅くなった岸壁前面の泊地の必要な水深確保のための浚渫(しゅんせつ)

　　・勝納ふ頭2・3番岸壁　浚渫V＝980㎥
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㉗ 国直轄工事費負担金（北防波堤改良事業費）（④建設P3） ４５，０００千円

　老朽化した防波堤の改良による施設の延命化

　　・平成23年度まで 調査・設計、漁業補償、根固工（Ｌ＝452ｍ/港外）、

　　　　　　　　　　　 被覆工（Ｌ＝32ｍ/港外、Ｌ＝440ｍ/港内）

　　・平成24年度　　 被覆工（Ｌ＝146ｍ/港内）

　　・平成25年度　　 根固工（Ｌ＝160ｍ/港外）、被覆工（Ｌ＝160ｍ/港内）

　　※国直轄事業　平成25年度全体工事費　300,000千円（うち市負担　1.5/10＝45,000千円）

重点 ㉘ 雇用創出・対策事業 ５６，５４１千円

○海岸不法投棄監視及び環境保全事業費（③行政P5） １０，０００千円

　　海岸の景観保持及び漁業被害の防止を図るため、海岸線の不法投棄監視及び漂着物等の回収、

　運搬、処理を委託により実施し、環境保全事業に適した人材の発掘と当該事業に精通した人材

　を育成

○潜在的保育士等掘り起こし事業費（③行政P10） ８，５４８千円

　　保育所での児童の入所や特別保育実施に必要な保育士の確保を図るため、中長期間稼働して

　いない潜在的保育士等に公立保育所での勤務を経験させ、復職を円滑化

○新卒未就職者等の地元定着を目指した地域人材育成事業費（再掲）（③行政P14） １５，０００千円

　　新卒未就職者等を定職に就かせ、地元に定着させるため、事業所実習やビジネスマナー研修

　等により市内企業が求める人材育成を委託により実施

○食関連企業誘致ＤＶＤ制作事業費（再掲）（③行政P15） ５，０００千円

　　近年、本市への企業立地が進む食品関連業種をターゲットに、本市の特徴や企業立地の優位

　性について、ＰＲ効果の期待できるＤＶＤを委託により制作し企業誘致を推進

○滞在型観光推進事業費（③行政P16） ４，５８７千円

　　滞在型観光の推進を図るため、地域観光資源情報（食、イベント、観光施設等）や様々な魅

　力を堪能できる散策コースに関する情報の収集と、観光情報宣伝物や散策マップの作成・発行

　を委託により実施

○観光客動態調査事業費（③行政P16） ２，８６５千円

　　戦略的かつ中・長期的な観光施策を展開し、観光産業の活性化を図るため、国内外からの観

　光客の動態についてアンケート調査等を行い、市が雇用する職員が当該施策の基礎資料を作成

○観光広告プロモーション事業費（③行政P16） ４，８３０千円

　　道央圏や海外からの観光客誘致促進のため、新聞・雑誌等を活用した広告掲載、ブログ更新

　等を委託により実施

○小樽港クルーズ推進事業費（再掲）（③行政P17）（総事業費６，１８５千円のうち）２，０６１千円

　　クルーズ振興による地域の経済成長と観光振興を図るため、市が雇用する職員が船社・旅行

　業者等への小樽港ＰＲや情報収集、寄港地ツアー作成等を実施

○海水浴場・観光イベント等クリーンアップ事業費（③行政P16） ２，０００千円

　　市内８海水浴場等と観光イベント「おたる潮まつり」会場を巡回しながら、散乱ごみの収集

　・集積を委託により実施

○市内一円砂箱補充事業費（⑤維持P3） １，０００千円

　　市民との協働による急坂路線を中心とした凍結路面対策を充実するため、市内一円に設置し

　ている砂箱に、委託により砂小袋を補充

○於古発川店舗落雪対策事業費 ６５０千円

　　於古発川店舗（妙見市場）の屋根からの落雪による事故や側道の通行阻害を防止するため、

　屋根の雪降ろし及び側道の除排雪を委託により実施
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① 北しりべし廃棄物処理広域連合負担金（⑥負担金補助P3） １，２６９，９７１千円

　北しりべし廃棄物処理広域連合（小樽市、積丹町、古平町、余市町、仁木町、赤井川村）によ

るごみ焼却施設及びリサイクルプラザの運営に要する経費

② 環境基本計画策定事業費（③行政P5） １，５００千円

　平成22年6月制定の「小樽市環境基本条例」の基本理念実現に向けた環境施策の具体化を図る

ため環境基本計画を策定（平成24～27年度）

　　・平成24年度 基礎調査

　　・平成25年度 基礎調査、市民アンケート、計画（素案）の検討

　　・平成26年度 計画（案）を環境審議会へ諮問・答申、計画決定

　　・平成27年度 計画の施行、公表

◎ ③ 廃棄物最終処分場延命化対策検討業務委託料（③行政P6、⑦特会P3） ５，２５０千円

　一般会計2,399千円、産業廃棄物処分事業特別会計2,851千円

　現処分場の嵩(かさ)上げによる延命化を行う際の諸課題を検討

◎ ④ 旧寿原邸建物調査費（③行政P18） ２，０００千円

　築100年を迎え老朽化が進む旧寿原邸について、専門家による建物の現況調査を実施

⑤ 都市公園安全・安心事業費（④建設P5） ５６，７００千円

　老朽化した公園施設の更新やバリアフリー化を進め、公園利用者の安全・安心を確保

　　・平成22年度 手宮公園トイレ増改築（バリアフリー化）等

　　・平成24～25年度 いしやま公園ほかの木製遊具更新、

　　　 　　　 小樽公園（見晴し台ほか）の工事測量及び実施設計

※平成２５年１定（平成２４年度５定）補正予算（繰越明許費）

　　・木製遊具更新、小樽公園の工事測量及び実施設計 ３１，５００千円

 【その他の施策】

◎ ① 議会音響設備改良経費（③行政P1） １，７８５千円

　・第2委員会室の音響設備改良

◎ ② 東京事務所移転経費（③行政P2） ２，４００千円

　事務所規模の見直しによる経費縮減を図るため、北海道東京事務所が入居予定のビルへ移転

　 （移転先）　永田町ほっかいどうスクエア（平成25年9月完成予定）

　　 　　　　　東京都千代田区永田町2-17

５ 自然とまちなみが調和し、環境にやさしいまち（環境保全）
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◎ ③ パスポート交付関係経費（③行政P4） １，９００千円

　平成25年4月1日付けで一般旅券の発給申請受理・交付に関する事務について北海道から権限移

譲を受け、戸籍住民課に窓口を常設

　・平成24年度まで週1日の移動窓口（北海道） →　平成25年度から週5日の常設窓口

◎ ④ 廃棄物事業所建設事業費（④建設P1） ４３，０００千円

　築46年を経過し老朽化の著しい廃棄物事業所（天神）を旧小樽市リサイクルセンター跡地に新

築移転

⑤ 参議院議員通常選挙費（③行政P25） ４７，０００千円

　平成25年7月28日に任期が満了する参議院議員の通常選挙の執行に要する経費
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